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地域を元気にする新道路ネットワーク広がる！

～四国横断自動車道(宇和島北～西予宇和)が3月10日に開通します～
う わ じ ま き た せ い よ う わ

平成24年１月３１日
国土交通省 四国地方整備局 大洲河川国道事務所

本施策は、四国圏広域地方計画「NO.5 圏域の連携による発展に向けた地域力向

上プロジェクト」及び、「NO.6 防災力向上プロジェクト｣の取組に該当します。

本施策は、四国地震防災基本戦略の取組に該当します。

国土交通省四国地方整備局大洲河川国道事務所

℡：0893-24-5185（代表）

副所長（道路） 泉 川 暢宏（内線２０５）
いずみかわ のぶひろ

◎工務第二課長 阿部 福夫（内線４１１）
あ べ ふ く お

◎：主な問い合わせ先

国土交通省大洲河川国道事務所では、広域ネットワークの形成

及び、今後想定される「東南海・南海地震」などによる、災害時の

代替道路として『四国横断自動車道』の整備を進めています。今回

は宇和島北IC～西予宇和IC間(16.3km）が暫定２車線で開通しま
う わ じ ま き た せ い よ う わ

す。

記者発表資料

１．開通予定日 平成24年 3月10日（土）

２．開通区間 宇和島市高串～西予市宇和町稲生
う わ じ ま し た か ぐ し せ い よ し う わ ち ょ う い の う

（宇和島北IC） （西予宇和IC）
う わ じ ま き た せ い よ う わ

３．開通延長 L=１６．３ｋｍ （暫定２車線）

なお、式典等詳細については、後日お知らせいたします。

今回の開通により、下記の整備効果が期待されます。（別紙）

◆高速交通ネットワ－クがつながり、利便性が向上。

◆災害時の代替路の形成。

◆医療施設へのアクセス性向上による安全・安心の確保。

※四国横断自動車道（宇和島北ＩＣ～西予宇和ＩＣ）は自動車専用道路のため、歩行

者、自転車、原動機付自転車及び１２５ｃｃ以下の自動二輪車は、通行できません。



四国横断自動車道（宇和島北
う わ じ ま き た

～西予宇和
せ い よ う わ

）についての概要

〔事業概要〕

○計画区間：（起点）宇和島市高串
う わ じ ま し た か ぐ し

【事業の経緯】

　　　　　　　　（終点）西予市宇和町稲生
せ い よ し う わ ち ょ う い の う

基本計画：平成元年２月２７日

○計画延長：１６．３ｋｍ 都市計画決定：平成８年１０月２２日

○構造規格：第１種３級（自動車専用道路） 整備計画：平成８年１２月２７日

○設計速度：８０ｋｍ／ｈ 測量着手：平成１０年９月

○車線数：２車線 用地買収着手：平成１４年２月

○幅員：１０．５ｍ 直轄高速方式の指定：平成１５年１２月２５日

工事着手：平成１６年３月２０日～

〔位置図〕

　四国横断自動車道は、阿南市を起点として高松市、高知市を経由し、宇和島市、大洲市
に至る延長約440kmの自動車専用道であり、四国四県の広域的なネットワークはもとより
四国縦貫自動車道、さらには本州四国連絡道路と相まって本州との結びつきを深め、さら
には今後想定される「東南海・南海地震」などによる自然災害時の代替道路としての役割
を担う重要な路線です。
　宇和島北IC～三間IC～西予宇和IC間は、平成15年12月の国土開発幹線自動車道建設
会議において決定された新直轄方式により整備された区間であり、松山自動車道と宇和島
道路(一般国道56号自動車専用道路)とに接続することにより，愛媛県南予地域の発展に
一層重要な役割を果たすものと期待されています。

〔断面図〕
土工区間 トンネル区間



四国横断自動車道四国横断自動車道((宇和島北～西予宇和宇和島北～西予宇和))開通による整備効果開通による整備効果

◆高速交通ネットワ－クがつながり、利便性が向上。

・松山自動車道と高速交通ネットワ－クがつながる事により、生活圏が拡充し、地域間の交流が活性化されます。

◆医療施設へのアクセス性向上による安全・安心の確保。

・宇和島地方で唯一の第三次医療施設市立宇和島病院への搬送時間が短縮され、救命率の向上につながります。

・宇和島朝日ＩＣ（宇和島道路）～西予宇和ＩＣ（四国横断自動車道）間は、国道５６号利用と比べて、所要時間が約２０分

宇和島市吉田町立間尻付近の混雑状況（平成23年11月27日撮影）

別紙

短縮されます。 ※四国横断自動車道区間：供用時の予定規制速度70km/hより算出

◆災害時の代替路の形成

・「東南海・南海地震」における津波予想浸水区域（宇和島市吉田町）を迂回し、災害時の代替路確保、救助・供給・復旧

活動の迅速・安全なアクセスを支援できます。

・交通量が四国横断自動車道に転換することで、国道５６号の渋滞が緩和されます。

撮影位置

・南予地域の主産業である農業・水産業の活性化や観光施設へのアクセス性の向上が期待されます。


